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まだまだ若いもんには負けないぞ
　5月14日、長崎市で開催された「長崎県ねんりんピック」ソフトテニ
ス男子の部で、藤井和男さん（右：美津島町）永留安生さん（左：峰町）ペ
アが見事優勝。10月に熊本県で開催される全国大会に出場します。

被災地のために�
　5月18日、対馬市交流センターで対馬市青壮年部連絡協議会（篠
田良治会長）が、チャリティーイベント「お魚直売会」を開催しま
した。売上金はすべて義援金として被災地に送られました。

「もしも」に備えて�
　5月24日、対馬市と対馬市管工事業協同組合は、大規模災
害発生時における支援活動に関する協定書を取り交わしま
した。（写真左：同組合阿比留人美理事長）

やんこも再生に向けて
　5月21日、第51回長崎県乾しいたけ品評会が開催され、上県町佐護
の緒方公洋さん美千代さん夫妻が農林水産大臣賞を受賞しました。対
馬市では「対馬しいたけやんこも再生プラン」を展開しています。

上手に植えれたかなっ？�
　5月22日、上県町田の浜で「田んぼの学校」が開催され、参加者は昔
ながらの手植えで田植えを体験しました。また、田んぼ周辺に生息す
るメダカやドジョウなど「ありのままの自然」とふれあいました。

2011. 6 2

おっきいなぁ～�
　5月11日、日本クルーズ客船（株）が運行する豪華客船「ぱ
しふぃっくびいなす」（全長183.4ｍ）が厳原港に接岸しま
した。同船は、10月に再びお目見えする予定です。

プロってすげぇ！
　5月1日、上対馬町比田勝出身でバスケットボール実業団チーム：アイ
シンＡＷで活躍中の庄司亮介さんによるクリニックが開催されました。
間近で見るプロの技に、参加した中学生からは感嘆の声が上がりました。
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2熱闘！対馬市中学校体育大会�

1 対馬の思い、届け！被災地へ�

　震災に対する義援金を市役所各機関で受け付けてお
ります。5月31日現在、市民の皆様や各種団体などか
ら9,632,489円のご支援をいただきました。
　お寄せいただいた義援金のうち、3月31日までに受付
けた5,678,619円を、5月24日に日本赤十字社へ送金い
たしました。
　なお、対馬市では5月中旬から宮城県石巻市に事務
職員（3名ずつ・2週間交替・4グループ　計12名）を、
福島県福島市に保健師（2名）を派遣し、被災地支援
を行っています。
　今後も支援は長期間必要な状況です。引き続き、皆
様の温かいご支援をお願いいたします。

■バレーボール
　　　　男子　1位東部、2位大船越、3位 知・比田勝
　　　　女子　1位西部、2位厳原、3位豊玉・久田
■バスケットボール�
　　　　男子　1位厳原、2位豊玉、3位 知・久田
　　　　女子　1位厳原、2位 知
■ソフトテニス
　団体　男子　1位佐須奈、2位豊玉、3位浅海・西部
　　　　女子　1位佐須、2位仁田　3位久田・比田勝
　個人　男子　1位梅野奈津季・内山響生（佐須奈）
　　　　　　　2位松村淳也・早田浩人（西部）
　　　　　　　3位多田拓人・野本恭兵（西部）
　　　　　　　〃 早田隆皇・築城太一（浅海）
　　　　女子　1位白石萌夏・阿比留愛絵（ 知）
　　　　　　　2位岸川桃子・阿比留華（豆酘）
　　　　　　　3位平山由梨佳・豊田奈央（佐護）
　　　　　　　〃 原野文来・阿比留亜須華（豊玉）
■剣道�
　団体　男子　1位佐須、2位 知、3位厳原
　　　　女子　1位厳原　2位佐須
　個人　男子　1位増田朋宏（久田）、2位横松啓志（佐須）
　　　　　　　3位初村力也（佐須）
　　　　女子　1位末永絢音（東部）、2位本石純菜（厳原）
　　　　　　　3位寄兼梨奈（佐須）

　5月8・9日、対馬市中学校体育大会（球技・武道）が開催されました。県中総体出場を目指
し、熱戦が繰り広げられました。結果は次のとおりです。

※敬称略

被災地に掲げられたスローガン�
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　3月11日、日本を襲った未曾有の大地震。気象庁観測史上最大のマグニチュ
ード9.0、最大震度7を記録。さらに東北から関東を襲った大津波は、そこに
住まう人々の生活をひと呑みにしたばかりか、福島第1原子力発電所の放射性
物質漏出事故を引き起こすなど、各地に甚大な被害をもたらしました。�
　一瞬にして私たちの日常生活を奪い去る自然災害は決して他人事ではありま
せん。対馬でも台風、大雨などによる被害は後を絶ちません。いざというとき
のためにあなたは何か備えていますか？今月の「つしまさいこう」は、大雨に
よる被害が心配されるこの時期に、自分たちの身を守るための防災を「再考」し
ます。�

上県町仁田地区�

上県町佐護地区�豊玉町廻地区�上対馬町比田勝地区�

というときのために

～災害に備える～�
�
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Ｈ11年８月27日　大雨により峰町で死者1名　家屋半壊1世帯　床上浸水13世帯�

豊玉町でも床上浸水119世帯　床下浸水229世帯�

Ｈ15年９月12日　台風14号により峰町木坂漁港の防波堤６函が滑動�

Ｈ17年３月20日　福岡県西方沖地震により震度４　�

Ｈ17年８月２日　大雨により厳原町で床上浸水６世帯　床下浸水29世帯�

Ｈ18年７月10日　大雨により対馬全域で床上浸水42世帯　床下浸水184世帯�

Ｈ19年８月29日　大雨により美津島・豊玉町で床上浸水13世帯　床下浸水87世帯�

Ｈ21年７月15日　海面昇降（あびき）の発生により上県町で浸水被害�

Ｈ22年３月10日　大雪により厳原町で積雪16センチを確認　各地で交通規制�

Ｈ22年７月10日　大雨により上県・上対馬町で床上浸水24世帯　床下浸水71世帯�

�

山根高義さん（厳原町）�
�

府内寿美さん（厳原町）�
�

渋江龍也さん（美津島町）�
�　東日本大震災の

被害現場に行って
きました。運送業
を営んでいる関係
で石巻市や気仙沼
市に足を運んでい

た私は、テレビのニュースを見て
いてもたってもいられず、何か自
分にできる支援をと、所有するト
ラックに知り合いを通じて集めた
救援物資を載せて2回、現場に向か
いました。被害を目の当たりにし
たときは、あまりの悲惨さに言葉
が出ませんでした。私が仕事先で
目にしていた場所も変わり果て自
然災害の脅威を実感しました。そ
の光景は今でも頭から離れません。
　私自身、自然災害による被害経
験はありませんが福岡県西方沖地
震の時は、高台に住んでいたので
このまま崩れてしまったら…と心
配になった記憶があります。
　震災の影響を受けなかった対馬
にいると、正直災害というものに
疎くなってしまいますが、防災と
同時に支援のための細やかなネッ
トワーク構築も大切だと思いました。

　昨年４月に埼玉
から対馬へ引っ越
してきました。小
さな地震はよく経
験しました。学校
ではいざというと

きに備えて防空頭巾の役割をする
座布団が椅子に敷かれていました。
　またほとんどの家庭では非常用
の持ち出し品がリュックに詰めら
れて玄関に置かれていました。
　対馬に来て地震はありませんが、
海のそばで暮らすのがはじめてな
ので、震災の影響もあって今は津
波が心配です。また昨年は大雨に
よる道路の冠水も経験しましたの
で梅雨時期を迎え気になっている
ところです。
　大雨が降るとあの山は崩れてこ
ないだろうかと考えることも。
　住むところが違えば対策もいろ
いろ必要だと感じます。実はまだ
避難所も知らないんです。どこが
危険か、どこに逃げたらいいかな
ど防災意識を高めなければと思っ
ているところです。

　自然災害といえ
ば、小学５年生の
頃、近くの 知川
が増水してたちま
ち床上浸水、自分
の首の辺りまで水

かさが増し、テレビなどが浮かん
でいたのを思い出します。初めて
災害の恐怖を味わいました。
　その後も、何度か浸水被害があ
りました。そんな経験があり、雨
の状況によっては、早めに川の様
子を確認したり気象情報に注意す
るようにしています。
　2005年の福岡県西方沖地震で家
がゆれた時はどう対応してよいか
分からずあわててしまいました。
地震対策を知っていればと反省し
ました。
　先日の震災を受け、対馬にも津
波が来たら…と考えるようにもな
りましたね。いざというときはこ
の裏山に登ろうと家族で話したば
かりです。消防団員を経験したり、
商売をやっている関係で配達に回
ることも多い私は、一人暮らしの
高齢者の把握なども意識して生活
しています。自分の住む地域のハ
ザードマップがあったらと思います。

市民に聞く「あなたの災害経験・防災意識」�
�

忘れていませんか？対馬で起こった自然災害�
（平成11年以降、報告があった主なもの）
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地震 土砂災害

台風・高潮

○速報がでたり揺れを感じたら、丈夫な机の下

などに隠れ頭を保護する。�

○揺れを感じたら直ちに火の始末。ただし、揺

れが大きい場合は、おさまってから。�

○避難指示が無くても、家具の倒壊や火災発生

時にはただちに避難。�

○外にいるときは空き地などに避難、自動販売

機などには近づかない。�

○車中にいるときはエンジンを切って停車。避

難が必要なときはキーをつけたまま車検証や

貴重品を持ち出し、徒歩で移動。�

○日ごろから家具の安全確保を�

行っておく。�

○テレビやインターネットで情報を確認。�

○窓ガラスにガムテープを張りカーテンを閉める。�

○停電や断水に備える。�

○浸水に備えて高いところに避難。�

○車の使用を控える。�

○川やがけに近づかない。�

○突然の飛来物に注意する。�

�

○家の裏が急傾斜地である場合、過去に災害が

起こった周辺は特に注意。 �

○長雨、豪雨の時は特に警戒が必要（大雨・洪

水警報をチェック）。�

○亀裂ができたり、山鳴り、湧き水、小石の落

下など土砂災害前に起こる様々な前兆現象を

知っておく。�

○土石流のスピードは時速20キロ～40キロで

すぐに追いつかれる。土砂の流れる方向に対

し直角（90度）に走って�

　逃げる。�

災害から身を守る日ごろの備え・基本知識�
�

津波
○津波は猛スピードで押し寄せてくるので、海

岸を見てからでは遅すぎ。強い地震を感じたり、

警報・注意報がでたら直ちに避難。�

○逃げるときは「より遠く」ではなく「より高い」

場所へ。�

○原則として、車での�

避難は避ける。�

�

玉調�

志度路（小船越）�

浦底�

和板�

仁位�

三根浜�

三根上�

大久保�

佐護�

床谷�
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　対馬市内では公民館や小中学校・保育所、各集落の集会施設のほ
とんどが避難所として指定されています。しかし、今回の大地震・
大津波でもわかるように、災害によっては避難所として役割を果た
さない場合もあります。
　有事の際に「どこへ逃げるか」「どう
避難するか」「家族との連絡方法は」な
ど、ご家族で今一度確認してみましょう。

■もし災害に遭ったら�
　みなさんがお住まいになって
いる地域内で、「災害に遭った」
「見た」という場合は速やかに
市役所または各地域活性化セン
ターまでご連絡をお願いします。
　自然災害での保険給付等に必
要な罹災証明書は市役所で交付
します。

■浸水警報装置を設置
　5月30日、道路の冠水が特に
多発する上県町佐護地区に、危
険水位に達したらサイレンと赤
色回転灯で周囲に報知し、かつ
関係機関に自動通報する装置を
設置しました。

もしもの時は…？

対馬市消防団員募集�

消防本部からのお知らせ�

消防本部　総務課　　☎0920（52）9092　�
�

問い合わせ�

「自分たちの街は自分たちで守る」�

地域防災活動のリーダー�

　東日本大震災は、遠くの出来事でありながらも対馬に住む私たちに自然災害の恐ろしさ、

悲しさを今も強く感じさせています。被災地への支援を考える一方で、「自分が遭うかも

しれない」「自分が災害に襲われた時はどうすればいいのだろう」と誰もが考えたはずです。

　ここ対馬は地震が少ないといわれ、今回のような大地震・津波などに見舞われる確率は

少ないかもしれません。しかし、「忘れたころにやってくる」のが自然災害です。

　「いざ」というときのために、私たちができること・・・。�
�
　　　　　　　　　　　　備えを万全にし、被害を減らす工夫・努力を怠らないこと。�

　まずは「自分」が、そして「家族」で、「地域」で「職場」で・・・、この機会にぜひ

防災を見直してみましょう。

・非常持出品はリュックなどに入れて、
すぐに持ち出せる場所に置きまし
ょう。�
・停電、断水などに備え、備蓄品も準
備しましょう。�

非常持出品や備蓄品は定期的に点検、
入れ替えをしておきましょう。�

非常持出品� 備蓄品�

・災害によって電話が通じなくなっ
たときのために、NTT災害用伝言
ダイヤル「171」を覚えておきまし
ょう。�

携帯電話の「災害用伝言板サービス」
も使えます。�

録音� 再生�

171+1
＋自分の家の�
電話番号など�

（メッセージを録音）�

171+2
＋自分の家の�
電話番号など�

（メッセージを再生）�

災害用伝言ダイヤルセンター�

非常持出品・備蓄品 災害用伝言ダイヤル「171」
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豊かな自然環境の保全や歴史的景観の維持、再生に関する事業    �

国境離島という地理的、歴史的な特性を活かした観光振興に関する事業    �

地域が連携して支える教育・文化・スポーツの振興に関する事業    �

ふるさと対馬の人が安心して暮らせるための福祉に関する事業    �

対馬の資源を活かした地場産品の研究開発や販路拡大に関する事業    �

地場産業の活性化を担う新規起業者への支援に関する事業    �

市長が特にふるさと対馬の将来に向けて寄与すると認める事業    

4件�

11件�

2件�

2件�

1件�

3件�

18件�

31件�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7

※項目７のうち、エトピリカ文庫にかかる寄付は４件：200,000円です。       �
※合計件数は、複数項目へ寄付いただいた寄付者の方もいらっしゃいます都合上、実件数を記載しています。       

お名前の公表を了解された寄付者の皆様（平成22年度）�

地域再生推進本部からのお知らせ�

地域再生推進本部　☎0920（53）6111問い合わせ�

「がんばれ国境の島対馬ふるさと応援基金」への�
寄付状況をお知らせします       

140,000円�

86,000円�

55,000円�

85,000円�

5,000円�

115,000円�

2,060,000円�

2,546,000円�

4,366,000円�

事業指定項目      　　　　　　　　　　　　　　件　数 　　 金　額�

計�

平成22年度末現在　基金現在高�

宮 本 　 修 �

國 本 大 輔 �

畑 中 正 文 �

高 木 彰 彦 �

道 原 佳 英 �

本 馬 貞 夫 �

朝 顔 慶 子 �

三 浦 英 貴 �

内 野 武 夫 �

阿比留　孝　行�

佐 治 恒 宏 �

若　生　まゆみ�

春 山 武 樹 �

本 田 良 一 �

平 山 　 健 �

白 石 博 人 �

神 谷 　 正 �

岩 下 明 裕 �

岩 下 昭 義 �

若 生 佳 代 �

遠 藤 　 賢 �

佐 藤 隆 一 �

船 越 康 弘 �

 （敬称略）�

総務課からのお知らせ�

対馬市職員（平成23年10月採用）を募集します�

総務部　総務課　　☎0920（53）6111問い合わせ�

【第１次試験日】　　　平成23年　7月31日（日）�
�
【申込受付期間】　　　平成23年　6月16日（木）～7月15日（金）�
�

（1）昭和51年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれ
た人で、高等学校卒業以上の学歴を有する人�

（2）民間企業等で、農林水産物の特性を活かした新製品の
開発や農林水産物を活用した新たな産業の起業・開発・
研究の他、一次産業の経営指導・助言などの職務経験
が平成23年9月末現在で通算して5年以上ある人�

（1）昭和51年4月2日から平成5年4月1日までに生まれた
人（学歴・性別は問いません）�

（2）採用試験申込日現在、障害者基本法第2条に定める障
がい者で、障害者手帳の交付を受けている人�

（3）自力による通勤ができ、かつ、介護者なしに職務の遂
行が可能な人�

（4）通常の勤務時間（原則として週38時間45分、1日7時
間45分）に対応できる人�

（5）通常の活字印刷文による出題及び口述による面接試験
に対応できる人�

試験区分�

■試験職種及び受験資格�

高校卒業程度�
（社会人枠）�

その他�
（障がい者枠）�

一般事務�
（農業）�
（林業）�
（水産業）�

一般事務�

若干名�

約1名�

職　種� 採用予定数� 受　　験　　資　　格�
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市民生活部　税務課　☎0920（53）6111問い合わせ�

平成23年度の市税の税額が確定し、納税義務者に通知書を発送しました。�

各税目の納期限は、以下のとおりです。�

　納期限を過ぎても税の納付がない場合、「督促状」を発送します。それでもなお納付がない場合は、

「滞納処分（差押え・公売など）」を行います。また、納期限を過ぎても納付がない税は、「延滞金」が

かかる場合があります。税金は、納期限までに納めましょう。�

口座振替にすると、納付忘れがなく便利です。�

各金融機関において ◎納税通知書　◎預貯金通帳　◎通帳使用印鑑  を持参して、お申し

込みください。�

税務課からのお知らせ�

税金は納期限までに納めましょう!!

あなたの「ふるさと寄付金」が被災地支援に�

　大震災により被害を受けた方は、所得税の軽減・免除が受けられ、税務署で手続きを行うことで所

得税が還付になることがあります。そのほか、源泉所得税の徴収猶予や還付、廃車となった自動車の

自動車重量税の還付などの特例があります。詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせいただくか、

国税庁ホームページをご覧ください。www.nta.go.jp�

　また、地方税についても、住民税・固定資産税・自動車税等の特例があります。詳しくは、長崎県

又は対馬市税務課にお問い合わせ下さい。�

�

�
　被災地の自治体への寄付金、自治体を通じての被災者への義援金は「ふるさと寄付金」として住民

税・所得税の控除が受けられます。日本赤十字社や中央共同募金会等への義援金も「ふるさと寄付金」

としての控除が受けられます。詳しくは総務省東日本大震災関連情報HPをご覧ください。

http://www.soumu.go.jp

東日本大震災により被害を受けられた方へ�

市  県  民  税�
固 定 資 産 税�
国民健康保険税�

軽 自 動 車 税�

1期   2期      3期        4期         5期 6期   ７期      8期         9期�

6月30日   8月1日   8月31日  9月30日 10月31日11月30日12月26日 1月31日  2月29日�

5月31日�

納税は、口座振替が便利です。�
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自然環境推進室からのお知らせ�

ネコ飼育状況に関する調査にご協力ください�
�

犬は繋いで飼ってください！�
�

市民生活部　環境政策課　☎0920（53）6111問い合わせ�

市民生活部  環境政策課  自然環境推進室　担当：玖須　☎0920（53）6111�
対馬動物医療センター　担当：越田　☎0920（84）2681

問い合わせ�

＜調査内容・目的＞ �
　　★対馬全戸を対象としたネコ飼養状況（頭数）調査 �
　　★各集落内のノラネコ頭数調査 �
　　★対馬市ネコ適正飼養条例の周知 �
　　★ネコ適正飼養キャンペーンの周知、参加のお願い�
＜調査方法＞ �
　[実施期間]　2011年6月～2012年3月（予定） �
　[対　　象]　厳原町、美津島町にお住まいの方�
　　★調査員が各ご家庭に訪問し、口頭で質問いたします。�
　　★皆様のネコに対する率直な考え方をお聞かせ下さい。�
　　※回答内容は本事業の目的にのみ使用します。 

　放し飼いされている犬に関する苦情が多く寄せられています。�
　犬の放し飼いは対馬市犬取締条例で禁止されています。�
　犬を飼っておられる方は、咬傷事故や糞尿による被害を防止するため、きちんと繋いで飼育していた
だくようお願いします。�
　また、放し飼いの飼い犬や野犬がいた場合は、市または活性化センターにご連絡下さい。�
・犬を飼っている方は、市への登録、狂犬病予防注射の接種、鑑札・注射済票の装着が義務となります。�
・狂犬病は人にも感染し、発症すると100％死亡します。犬の予防接種は人への感染を防止するために
実施されています。�

・咬傷事故が発生した場合は、咬んだ犬が狂犬病に感染していないかどうか確かめる必要がありますの
で、保健所（☎0920（52）0166）にご連絡下さい。�

・昨年度、ツシマヤマネコがイヌにかみ殺される事故が2件
発生しています。対馬にのみ棲息する希少野生動物を守る
ためにも犬の繋留をお願いします。�

住宅用太陽光発電設備の導入に市の補助金が使えます�
�
目　的�
　環境にやさしい自然エネルギーの導入促進を図るため、設備の出力1kwあたり3万円、�
　上限10万円の補助を行います。�
申請受付期間�
　補助金申請の受付期間は、平成23年4月1日～平成24年3月13日までです。�
募集件数�
　募集件数は、約50件を予定しています。�
対象者�
　平成23年4月1日以降に国の補助金申込受理決定通知を�
　受けている方で、補助要件を満たした方が対象になります。�

環境政策課からのお知らせ�



広報つしま11

使用済み小型家電の回収にご協力ください�
�
　小型家電には、地球上に少ししかない大切な希少金属（レアメタル）が含まれています。�
今回、環境省のモデル事業を利用し、次のとおり回収ボックスによる試験回収を行います。皆様のご協
力をお願いします。�
　◎回収期間　　平成23年6月1日～平成24年3月31日�
　◎回収ボックス設置場所　　市役所本庁、各地域活性化センター、各出張所�
　◎回収品目　①デジタルカメラ　②ビデオカメラ　③ポータブル音楽プレーヤー�
　　　　　　　④ポータブルＤＶＤプレーヤー　⑤携帯用ラジオ　⑥携帯型テレビ�
　　　　　　　⑦携帯電話　⑧リモコン　⑨小型ゲーム機　⑩電子辞書　⑪電卓�
　　　　　　　⑫パソコン用ハードディスク　�
　　　　　　　⑬電子機器付属品（ＡＣアダプター、充電機器、コード・ケーブル等）�
　　　　以上13品目�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　※乾電池は取り除いて下さい。�
　※携帯電話やハードディスクの個人情報は消去してください。�

市民生活部  環境政策課  自然環境推進室　☎0920（53）6111問い合わせ�

ツシマヤマネコ基金への寄付状況をお知らせします�

ツシマヤマネコの保護及び自然環境の保全に関する事業�

動植物の調査・研究に関する事業�

対馬市内の自然環境保護団体の活動推進に関する事業�

対馬の自然環境を普及啓発する事業�

その他目的達成のために市長が必要と認める事業�

　　　　　　　　　　　　　 計�

内　ツシマヤマネコ寄附金付自動販売機分�

対馬野生生物保護センター募金箱等�

4件�

3件�

2件�

15件�

0件�

24件�

17件�

2件�

1�

2�

3�

4�

5�

�

158,185円�

148,967円�

25,490円�

498,686円�

0円�

831,328円�

198,732円�

454,719円�

4,191,289円�

事業指定項目      　　　　　　　　　　　　　　件　数 　　 金　額�

平成22年度末現在　基金現在高�

お名前の公表を了解された寄付者の皆様（平成22年度）�

大坪商店地産ふれあいひろば   �

株 式 会 社 　 タ ケ ス エ    �

松 泉 電 設 ( 株 )    �

中 谷 文 治    �

福 岡 対 馬 会    

（敬称略）�
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定額フリーパスポート好評発売中!!
1ヶ月 5,000円 対馬交通路線バス、

市営バス、乗合タクシー
お値段 ご利用

　対馬市では、地域マネージャー制度による地域の課題解決に向けて、あらゆる支援制
度を設けております。その中で、地区で活用しやすい制度として、市道・農道・林道の
維持補修に伴う原材料支給制度や河床の土砂撤去に伴う重機借り上げ制度があります。�
　そこで、今回の地域マネージャー通信は、河床の土砂撤去に伴う重機借り上げ制度を活用した「上対馬町鰐
浦地区」の取り組みを紹介します。�
　「上対馬町鰐浦地区」では、地区内に流れる鰐浦川の河床に土砂が堆積しており、ひとつばたご祭りに向け
た景観対策と、梅雨時期の河川氾濫防止のため、重機を使用した土砂撤去を4月29日（祝日）に実施しました。�
　この作業には鰐浦区長をはじめとする地元住民、航空自衛隊員のボランティアら約60名が参加し、鰐浦川の
土砂の撤去に汗を流しました。�

　地域マネージャー制度の支援制度は、地区の要望に対して、できるだけ対応できるよう、さまざまな支援制
度を設けています。�
　このように地区の問題、課題等がありましたらお住まいの地区の地域マネージャーにご相談ください。�

地域マネージャー通信
上対馬町�
鰐浦地区�

地域再生推進本部　協働のまちづくり推進グループ�

【作業前の状況】�
　河床には土砂が堆積し、場所
によってはその土砂上に雑草が
生え、景観も悪く、氾濫防止に
ならないということで、土砂撤
去の要望が地区から上がりまし
た。�

【作業中の様子】�
　土砂の除去や運搬を行うため、
バックホー（1台）とトラック
（2台）の借上を行い、地区住
民一体となって取り組みを行い、
2t車25台分の土砂を撤去しま
した。�
《バックホー及びトラックの借
り上げ費用は市が負担します。》�

【作業完了の様子】�
　土砂撤去後、水の流れに滞りもなく、すっ
きりした河川風景になりました。ゴールデン
ウィークにひとつばたご見物に訪れた方は、
気持ちよくひとつばたごをご覧になられたこ
とでしょう。�
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【
問
い
合
わ
せ
】

日
本
年
金
機
構

　
　
長
崎
北
年
金
事
務
所

☎
０
９
５
（
８
６
１
）

　
　
　
　
　
　
１
５
８
２

▼
長
崎
北
年
金
事
務
所
の

　
　
　
　
出
張
年
金
相
談

　
日
時
　
７
月
21
日（
木
）

　
　
　
　
９
時
〜
17
時

　
場
所
　
対
馬
市
役
所

　
　
　
　
別
館

　
日
時
　
７
月
22
日（
金
）

　
　
　
　
９
時
〜
13
時

　
場
所
　
美
津
島
地
域
活

　
　
　
　
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
別
館

長寿支援課からのお知らせ�

お口の健康チェックしてみませんか？�

認知症高齢者　家族の集いに参加しませんか？�

　長崎県後期高齢者医療広域連合では、疾病予防や身体機能の向上を目的とした、『お口“いきいき”
健康支援（口腔ケア）事業』を実施しています。�
　お口の中の衛生、かむ力、飲み込む力といった口腔機能向上は、食事をおいしく食べるだけでなく、
全身の健康や生活全体の活性化につながります。�

福祉保健部　長寿支援課　☎0920（58）1117問い合わせ�

福祉保健部　長寿支援課　　　　☎0920（58）1117
長崎県後期高齢者医療広域連合　☎095（816）3930

問い合わせ�

対象となる方　 認知症の方を介護されている方で集いに関心のある方�

※申込み期間は、平成23年12月22日（木）までです。�
※受診できる歯科医院は、長崎県歯科医師会加盟の歯科医院です。�

対　　象�

申込方法�

受診方法�

自己負担�

後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方（県外居住者や医療機関等へ入院（所）の方
は除きます）�

長寿支援課または長崎県広域連合に電話等で申し込むか、受診を希望される歯科医院
を通じてお申し込みください。�

広域連合から送付された受診券により、３回を限度に受診ができます。�

無料�

　対馬市では認知症の高齢者を介護している方が集まりお互いの介護経験を話し合ったり悩みを打
ち明けたりする目的で集いを開催しています。�
興味のある方、参加を希望される方はお気軽にお問い合わせください。�



朝鮮通信使コーナー�

【問い合わせ】 観光物産推進本部　☎0920（53）6111

　
異
例
の
来
日

異
例
の
来
日

　
か
ね
て
朝
鮮
の
北
辺
を
脅
か
し
て
い
た
後
金
国
は
、
強

　
か
ね
て
朝
鮮
の
北
辺
を
脅
か
し
て
い
た
後
金
国
は
、
強

大
な
勢
力
と
な
り
、
国
号
を
清
国
と
改
め
ま
し
た
。
そ
し

大
な
勢
力
と
な
り
、
国
号
を
清
国
と
改
め
ま
し
た
。
そ
し

て
つ
い
に
朝
鮮
王
都
に
進
攻
し
李
朝
を
服
属
さ
せ
た
の
で

て
つ
い
に
朝
鮮
王
都
に
進
攻
し
李
朝
を
服
属
さ
せ
た
の
で

す
。
結
局
朝
鮮
国
は
清
国
の
従
属
国
（
冊
封
体
制
）
に
組

す
。
結
局
朝
鮮
国
は
清
国
の
従
属
国
（
冊
封
体
制
）
に
組

み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
悲
し
い
知
ら
せ
を

み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
悲
し
い
知
ら
せ
を
、

前
回
の
信
使
た
ち
は
、
帰
路
対
馬
府
中
で
聞
い
て
い
ま
し

前
回
の
信
使
た
ち
は
、
帰
路
対
馬
府
中
で
聞
い
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
中
、
寛
永
十
八
年
八
月

た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
中
、
寛
永
十
八
年
八
月
、

将
軍
家
綱
に
嫡
子
竹
千
代
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
の
慶

将
軍
家
綱
に
嫡
子
竹
千
代
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
の
慶

事
を
受
け
て
翌
年
正
月
、
対
馬
藩
は
平
田
将
監
を
使
者
と

事
を
受
け
て
翌
年
正
月
、
対
馬
藩
は
平
田
将
監
を
使
者
と

し
て
「
嗣
子
祝
賀
の
た
め
の
通
信
使
派
遣
」
を
朝
鮮
側
に

し
て
「
嗣
子
祝
賀
の
た
め
の
通
信
使
派
遣
」
を
朝
鮮
側
に

要
請
し
ま
し
た

要
請
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
当
初
朝
鮮
側
は

　
こ
れ
に
対
し
て
、
当
初
朝
鮮
側
は
、「
連
年
の
凶
作
に
よ

連
年
の
凶
作
に
よ

る
財
力
の
欠
乏
」

る
財
力
の
欠
乏
」「
日
本
将
軍
嗣
子
祝
賀
は
前
例
な
し

日
本
将
軍
嗣
子
祝
賀
は
前
例
な
し
」等

と
理
由
を
挙
げ
て
、
通
信
使
の
派
遣
を
拒
否
し
ま
し
た

と
理
由
を
挙
げ
て
、
通
信
使
の
派
遣
を
拒
否
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
朝
鮮
国
は
結
局
通
信
使
派
遣
の
要
請
を
受
け

　
し
か
し
、
朝
鮮
国
は
結
局
通
信
使
派
遣
の
要
請
を
受
け

入
れ
、
前
例
の
な
い
使
行
が
決
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

入
れ
、
前
例
の
な
い
使
行
が
決
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
し
た
。

　
そ
の
前
例
の
な
い
使
行
の
背
景
に
は
、
北
方
よ
り
清
国

　
そ
の
前
例
の
な
い
使
行
の
背
景
に
は
、
北
方
よ
り
清
国

の
圧
迫
を
受
け
、
南
方
よ
り
対
馬
藩
の
強
請
に
責
め
ら
れ

の
圧
迫
を
受
け
、
南
方
よ
り
対
馬
藩
の
強
請
に
責
め
ら
れ

る
と
い
う
、
南
北
の
国
際
的
均
衡
の
中
で
国
家
の
存
立
を

る
と
い
う
、
南
北
の
国
際
的
均
衡
の
中
で
国
家
の
存
立
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
朝
鮮
王
朝
の
苦
悩
の
決
断
が
あ

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
朝
鮮
王
朝
の
苦
悩
の
決
断
が
あ

っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
李
朝
実
録
（
仁

っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
李
朝
実
録
（
仁

祖
実
録
）
」
癸
未
二
十
一
年
正
月
、
派
遣
の
決
定
に
つ
い

祖
実
録
）
」
癸
未
二
十
一
年
正
月
、
派
遣
の
決
定
に
つ
い

て
「
時
ニ
関
白
弄
璋
（
男
児
が
生
ま
れ
る
こ
と
）
ノ
慶
ア

て
「
時
ニ
関
白
弄
璋
（
男
児
が
生
ま
れ
る
こ
と
）
ノ
慶
ア

リ
。
且
ツ
日
光
廟
増
新
ノ
事
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」
（
原
文

リ
。
且
ツ
日
光
廟
増
新
ノ
事
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」
（
原
文

は
漢
文
）
と
、
み
え
ま
す
。
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵

は
漢
文
）
と
、
み
え
ま
す
。
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵

の
、
「
宗
家
文
庫
史
料
」
（
以
下
「
宗
家
文
書
」
）
「
寛

の
、
「
宗
家
文
庫
史
料
」
（
以
下
「
宗
家
文
書
」
）
「
寛

永
二
十
癸
未
年
朝
鮮
信
使
記
録
　
巻
二
」
に
も
、
「
国
王

永
二
十
癸
未
年
朝
鮮
信
使
記
録
　
巻
二
」
に
も
、
「
国
王

歓
喜
在
之
て
云
く
、
日
本
之
大
慶
不
浅
家
邦
尓
至
て
も
歓

歓
喜
在
之
て
云
く
、
日
本
之
大
慶
不
浅
家
邦
尓
至
て
も
歓

喜
こ
れ
深
し
、
例
え
先
例
な
し
と
い
へ
と
も
御
慶
と
し
て

喜
こ
れ
深
し
、
例
え
先
例
な
し
と
い
へ
と
も
御
慶
と
し
て

信
使
差
渡
度
存
也
」
と
、
仁
祖
王
の
こ
と
ば
が
記
録
さ
れ

信
使
差
渡
度
存
也
」
と
、
仁
祖
王
の
こ
と
ば
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
頃
朝
鮮
は
、
宗
主
国
と
な
っ
た

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
頃
朝
鮮
は
、
宗
主
国
と
な
っ
た

清
国
か
ら
も
、
日
本
に
「
進
賀
使
」
を
送
り
日
本
国
情
の

清
国
か
ら
も
、
日
本
に
「
進
賀
使
」
を
送
り
日
本
国
情
の

報
告
を
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
逆
に

報
告
を
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
逆
に

朝
鮮
は
、
日
本
と
の
友
好
を
示
す
こ
と
に
よ
り
清
国
の
南

朝
鮮
は
、
日
本
と
の
友
好
を
示
す
こ
と
に
よ
り
清
国
の
南

下
を
牽
制
し
よ
う
と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。
派
遣
決

下
を
牽
制
し
よ
う
と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。
派
遣
決

定
の
背
景
は
複
雑
で
し
た

定
の
背
景
は
複
雑
で
し
た
。

　
信
使
の
来
日

信
使
の
来
日

　
先
の

　
先
の「
宗
家
文
書
」

「
宗
家
文
書
」に
よ
る
と
、

に
よ
る
と
、「
同
月
三
日
、
信
使
官
位

同
月
三
日
、
信
使
官
位

之
書
立
并
信
使
召
連
渡
候
人
数
之
書
立
…
以
上
都
合
四
百

之
書
立
并
信
使
召
連
渡
候
人
数
之
書
立
…
以
上
都
合
四
百

七
十
七
人
」
と
、
み
え
ま
す
が
実
際
人
数
は
こ
れ
と
は
違

七
十
七
人
」
と
、
み
え
ま
す
が
実
際
人
数
は
こ
れ
と
は
違

っ
た
よ
う
で
す

っ
た
よ
う
で
す
。

　
今
次
の
使
行
録

　
今
次
の
使
行
録「
癸
未
東
槎
日
記
」

「
癸
未
東
槎
日
記
」（
記
録
者
不
詳
）

（
記
録
者
不
詳
）に
よ
に
よ

る
と
一
行
は
、
寛
永
二
十
年
四
月
二
十
七
日
多
大
浦
を
出

る
と
一
行
は
、
寛
永
二
十
年
四
月
二
十
七
日
多
大
浦
を
出

発
、
日
没
後
諸
船
が
い
っ
せ
い
に
鰐
浦
に
着
き
ま
し
た

発
、
日
没
後
諸
船
が
い
っ
せ
い
に
鰐
浦
に
着
き
ま
し
た
。

曳
航
の
諸
船
は
燈
火
を
掲
げ
、
浦
口
で
は
篝
火
が
焚
か
れ

曳
航
の
諸
船
は
燈
火
を
掲
げ
、
浦
口
で
は
篝
火
が
焚
か
れ

火
の
光
は
真
昼
の
よ
う
で
し
た
。
浦
口
に
沿
っ
て
い
る
人

火
の
光
は
真
昼
の
よ
う
で
し
た
。
浦
口
に
沿
っ
て
い
る
人

家
は
僅
か
十
余
戸
、
と
述
べ
て
い
ま
す

家
は
僅
か
十
余
戸
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
翌
二
十
八
日
は
午
後
に
鰐
浦
を
出
発
し
、
日
が
遅
く
な

　
翌
二
十
八
日
は
午
後
に
鰐
浦
を
出
発
し
、
日
が
遅
く
な

っ
て
西
泊
に
到
着
し
ま
し
た
。
二
十
九
日
早
朝
に
船
を
出

っ
て
西
泊
に
到
着
し
ま
し
た
。
二
十
九
日
早
朝
に
船
を
出

し
て
鴨
（
居
）
瀬
に
至
っ
て
い
ま
す
。
　
翌
日
、
五
月
一

し
て
鴨
（
居
）
瀬
に
至
っ
て
い
ま
す
。
　
翌
日
、
五
月
一

日
に
一
行
は
府
中
に
着
き
ま
し
た
（
四
月
は
小
の
月
で
二

日
に
一
行
は
府
中
に
着
き
ま
し
た
（
四
月
は
小
の
月
で
二

十
九
日
ま
で
）
。
　
そ
し
て
信
使
た
ち
は
六
月
八
日
に
江

十
九
日
ま
で
）
。
　
そ
し
て
信
使
た
ち
は
六
月
八
日
に
江

戸
に
到
着
し
、
七
月
十
九
日
に
江
戸
城
で
国
書
を
渡
し

戸
に
到
着
し
、
七
月
十
九
日
に
江
戸
城
で
国
書
を
渡
し
、

そ
し
て
帰
路
十
月
二
十
七
日
対
馬
府
中
に
到
着
。
西
泊

そ
し
て
帰
路
十
月
二
十
七
日
対
馬
府
中
に
到
着
。
西
泊
、

鰐
浦
を
経
由
し
て
同
月
二
十
九
日
に
釜
山
に
帰
着
し
ま
し

鰐
浦
を
経
由
し
て
同
月
二
十
九
日
に
釜
山
に
帰
着
し
ま
し

た
。
今
回
の
使
行
は
、
主
に
夏
の
季
節
に
か
か
り
ま
し
た

た
。
今
回
の
使
行
は
、
主
に
夏
の
季
節
に
か
か
り
ま
し
た

の
で
一
行
の
中
に
は
体
調
を
崩
し
、
数
名
の
死
者
や
病
人

の
で
一
行
の
中
に
は
体
調
を
崩
し
、
数
名
の
死
者
や
病
人

が
出
ま
し
た

が
出
ま
し
た
。

　
日
光
へ
再
び

日
光
へ
再
び

　
前
回
、
信
使
た
ち
に
と
っ
て
気
乗
り
し
な
い
日
光
東
照

　
前
回
、
信
使
た
ち
に
と
っ
て
気
乗
り
し
な
い
日
光
東
照

社
（
宮
）
参
り
で
し
た
が
、
今
回
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

社
（
宮
）
参
り
で
し
た
が
、
今
回
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
前
年
、
通
信
使
派
遣
要
請
の
た
め
に
釜
山
に
派
遣
さ

れ
は
前
年
、
通
信
使
派
遣
要
請
の
た
め
に
釜
山
に
派
遣
さ

れ
た
対
馬
藩
の
要
求
の
一
つ
に
、
「
東
照
社
へ
の
献
上
品

れ
た
対
馬
藩
の
要
求
の
一
つ
に
、
「
東
照
社
へ
の
献
上
品

要
請
」
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
李
朝

要
請
」
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
李
朝

実
録
実
録（
仁
祖
実
録
）

（
仁
祖
実
録
）」に
、
に
、「
日
本
、
日
光
山
社
堂
成
ル
ヲ
以

「
日
本
、
日
光
山
社
堂
成
ル
ヲ
以

テ
、
対
馬
守
宗
義
成
家
臣
ヲ
遣
シ
テ
扁
額
及
ビ
詩
文
ヲ
請

テ
、
対
馬
守
宗
義
成
家
臣
ヲ
遣
シ
テ
扁
額
及
ビ
詩
文
ヲ
請

ヒ
、
且
ツ
撞
鐘
及
ビ
序
銘
ヲ
求
ム
。
王
、
扁
額
ニ
『
日
光

ヒ
、
且
ツ
撞
鐘
及
ビ
序
銘
ヲ
求
ム
。
王
、
扁
額
ニ
『
日
光

浄
界
』
ノ
四
大
字
ヲ
書
セ
シ
ガ
、
後
チ
『
日
光
浄
界
彰
孝

浄
界
』
ノ
四
大
字
ヲ
書
セ
シ
ガ
、
後
チ
『
日
光
浄
界
彰
孝

道
場
』
ノ
八
字
ニ
改
メ
、
且
ツ
鐘
ヲ
鋳
テ
以
テ
之
ヲ
送
ラ

道
場
』
ノ
八
字
ニ
改
メ
、
且
ツ
鐘
ヲ
鋳
テ
以
テ
之
ヲ
送
ラ

シ
ム
」

シ
ム
」（
同
）

（
同
）と
あ
り
ま
す

と
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
徳
川
家
康
の
功
徳
を
賞
賛
し
て
日
本
を
感
動

　
つ
ま
り
、
徳
川
家
康
の
功
徳
を
賞
賛
し
て
日
本
を
感
動

さ
せ
、
誠
心
の
交
隣
を
深
め
よ
う
と
い
う
朝
鮮
側
の
積
極

さ
せ
、
誠
心
の
交
隣
を
深
め
よ
う
と
い
う
朝
鮮
側
の
積
極

的
な
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。
七
月
三
十
日
、
一
行
は
家
康

的
な
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。
七
月
三
十
日
、
一
行
は
家
康

廟
に
詣
で
、
別
船
で
送
ら
れ
て
い
た
銅
鐘

廟
に
詣
で
、
別
船
で
送
ら
れ
て
い
た
銅
鐘
、扁
額
、

扁
額
、花
瓶
・
瓶
・

香
炉
・
燭
台
（
三
具
足
）
、
蝋
燭
等
を
供
え
ま
し
た

香
炉
・
燭
台
（
三
具
足
）
、
蝋
燭
等
を
供
え
ま
し
た
。

　
日
本
の
自
然
・
文
化
へ
の
感
動

日
本
の
自
然
・
文
化
へ
の
感
動�

　
朝
鮮
通
信
使
の
「
使
行
録
」
一
般
に
み
え
る
の
は

　
朝
鮮
通
信
使
の
「
使
行
録
」
一
般
に
み
え
る
の
は
、「
自

国
文
化
の
優
越
感
・
自
尊
心
の
強
さ
」
で
す
が
、
初
め
て

国
文
化
の
優
越
感
・
自
尊
心
の
強
さ
」
で
す
が
、
初
め
て

接
す
る
日
本
の
自
然
・
文
化
に
は
す
な
お
に
畏
敬
や
感
動

接
す
る
日
本
の
自
然
・
文
化
に
は
す
な
お
に
畏
敬
や
感
動

の
念
も
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ま
す

の
念
も
み
せ
て
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ま
す
。
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名
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巧

　
琵
琶
湖
や
富
士
山
の
絶
景
、
諸
大
名
の
御
座
船
の
精
巧

で
華
麗
な
こ
と
、
大
坂
の
賑
わ
い
、
京
都
の
寺
社
の
壮
麗

で
華
麗
な
こ
と
、
大
坂
の
賑
わ
い
、
京
都
の
寺
社
の
壮
麗

な
こ
と
、
街
道
の
清
潔
さ
、
江
戸
市
街
の
広
大
さ
、
接
待

な
こ
と
、
街
道
の
清
潔
さ
、
江
戸
市
街
の
広
大
さ
、
接
待

の
華
美
な
こ
と
等
、
日
本
の
国
へ
の
好
感
あ
ふ
れ
る
眼
も

の
華
美
な
こ
と
等
、
日
本
の
国
へ
の
好
感
あ
ふ
れ
る
眼
も

向
け
て
い
ま
す

向
け
て
い
ま
す
。
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異
例
の
来
日

　
か
ね
て
朝
鮮
の
北
辺
を
脅
か
し
て
い
た
後
金
国
は
、
強

大
な
勢
力
と
な
り
、
国
号
を
清
国
と
改
め
ま
し
た
。
そ
し

て
つ
い
に
朝
鮮
王
都
に
進
攻
し
李
朝
を
服
属
さ
せ
た
の
で

す
。
結
局
朝
鮮
国
は
清
国
の
従
属
国
（
冊
封
体
制
）
に
組

み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
悲
し
い
知
ら
せ
を
、

前
回
の
信
使
た
ち
は
、
帰
路
対
馬
府
中
で
聞
い
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
中
、
寛
永
十
八
年
八
月
、

将
軍
家
綱
に
嫡
子
竹
千
代
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
の
慶

事
を
受
け
て
翌
年
正
月
、
対
馬
藩
は
平
田
将
監
を
使
者
と

し
て
「
嗣
子
祝
賀
の
た
め
の
通
信
使
派
遣
」
を
朝
鮮
側
に

要
請
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
当
初
朝
鮮
側
は
、「
連
年
の
凶
作
に
よ

る
財
力
の
欠
乏
」「
日
本
将
軍
嗣
子
祝
賀
は
前
例
な
し
」等

と
理
由
を
挙
げ
て
、
通
信
使
の
派
遣
を
拒
否
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
朝
鮮
国
は
結
局
通
信
使
派
遣
の
要
請
を
受
け

入
れ
、
前
例
の
な
い
使
行
が
決
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
前
例
の
な
い
使
行
の
背
景
に
は
、
北
方
よ
り
清
国

の
圧
迫
を
受
け
、
南
方
よ
り
対
馬
藩
の
強
請
に
責
め
ら
れ

る
と
い
う
、
南
北
の
国
際
的
均
衡
の
中
で
国
家
の
存
立
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
朝
鮮
王
朝
の
苦
悩
の
決
断
が
あ

っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
李
朝
実
録
（
仁

祖
実
録
）
」
癸
未
二
十
一
年
正
月
、
派
遣
の
決
定
に
つ
い

て
「
時
ニ
関
白
弄
璋
（
男
児
が
生
ま
れ
る
こ
と
）
ノ
慶
ア

リ
。
且
ツ
日
光
廟
増
新
ノ
事
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」
（
原
文

は
漢
文
）
と
、
み
え
ま
す
。
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵

の
、
「
宗
家
文
庫
史
料
」
（
以
下
「
宗
家
文
書
」
）
「
寛

永
二
十
癸
未
年
朝
鮮
信
使
記
録
　
巻
二
」
に
も
、
「
国
王

歓
喜
在
之
て
云
く
、
日
本
之
大
慶
不
浅
家
邦
尓
至
て
も
歓

喜
こ
れ
深
し
、
例
え
先
例
な
し
と
い
へ
と
も
御
慶
と
し
て

信
使
差
渡
度
存
也
」
と
、
仁
祖
王
の
こ
と
ば
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
頃
朝
鮮
は
、
宗
主
国
と
な
っ
た

清
国
か
ら
も
、
日
本
に
「
進
賀
使
」
を
送
り
日
本
国
情
の

報
告
を
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
逆
に

朝
鮮
は
、
日
本
と
の
友
好
を
示
す
こ
と
に
よ
り
清
国
の
南

下
を
牽
制
し
よ
う
と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。
派
遣
決

定
の
背
景
は
複
雑
で
し
た
。

　
信
使
の
来
日

　
先
の「
宗
家
文
書
」に
よ
る
と
、「
同
月
三
日
、
信
使
官
位

之
書
立
并
信
使
召
連
渡
候
人
数
之
書
立
…
以
上
都
合
四
百

七
十
七
人
」
と
、
み
え
ま
す
が
実
際
人
数
は
こ
れ
と
は
違

っ
た
よ
う
で
す
。

　
今
次
の
使
行
録「
癸
未
東
槎
日
記
」（
記
録
者
不
詳
）に
よ

る
と
一
行
は
、
寛
永
二
十
年
四
月
二
十
七
日
多
大
浦
を
出

発
、
日
没
後
諸
船
が
い
っ
せ
い
に
鰐
浦
に
着
き
ま
し
た
。

曳
航
の
諸
船
は
燈
火
を
掲
げ
、
浦
口
で
は
篝
火
が
焚
か
れ

火
の
光
は
真
昼
の
よ
う
で
し
た
。
浦
口
に
沿
っ
て
い
る
人

家
は
僅
か
十
余
戸
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
翌
二
十
八
日
は
午
後
に
鰐
浦
を
出
発
し
、
日
が
遅
く
な

っ
て
西
泊
に
到
着
し
ま
し
た
。
二
十
九
日
早
朝
に
船
を
出

し
て
鴨
（
居
）
瀬
に
至
っ
て
い
ま
す
。
　
翌
日
、
五
月
一

日
に
一
行
は
府
中
に
着
き
ま
し
た
（
四
月
は
小
の
月
で
二

十
九
日
ま
で
）
。
　
そ
し
て
信
使
た
ち
は
六
月
八
日
に
江

戸
に
到
着
し
、
七
月
十
九
日
に
江
戸
城
で
国
書
を
渡
し
、

そ
し
て
帰
路
十
月
二
十
七
日
対
馬
府
中
に
到
着
。
西
泊
、

鰐
浦
を
経
由
し
て
同
月
二
十
九
日
に
釜
山
に
帰
着
し
ま
し

た
。
今
回
の
使
行
は
、
主
に
夏
の
季
節
に
か
か
り
ま
し
た

の
で
一
行
の
中
に
は
体
調
を
崩
し
、
数
名
の
死
者
や
病
人

が
出
ま
し
た
。

　
日
光
へ
再
び

　
前
回
、
信
使
た
ち
に
と
っ
て
気
乗
り
し
な
い
日
光
東
照

社
（
宮
）
参
り
で
し
た
が
、
今
回
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
前
年
、
通
信
使
派
遣
要
請
の
た
め
に
釜
山
に
派
遣
さ

れ
た
対
馬
藩
の
要
求
の
一
つ
に
、
「
東
照
社
へ
の
献
上
品

要
請
」
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
李
朝

実
録（
仁
祖
実
録
）」に
、「
日
本
、
日
光
山
社
堂
成
ル
ヲ
以

テ
、
対
馬
守
宗
義
成
家
臣
ヲ
遣
シ
テ
扁
額
及
ビ
詩
文
ヲ
請

ヒ
、
且
ツ
撞
鐘
及
ビ
序
銘
ヲ
求
ム
。
王
、
扁
額
ニ
『
日
光

浄
界
』
ノ
四
大
字
ヲ
書
セ
シ
ガ
、
後
チ
『
日
光
浄
界
彰
孝

道
場
』
ノ
八
字
ニ
改
メ
、
且
ツ
鐘
ヲ
鋳
テ
以
テ
之
ヲ
送
ラ

シ
ム
」（
同
）と
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
徳
川
家
康
の
功
徳
を
賞
賛
し
て
日
本
を
感
動

さ
せ
、
誠
心
の
交
隣
を
深
め
よ
う
と
い
う
朝
鮮
側
の
積
極

的
な
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。
七
月
三
十
日
、
一
行
は
家
康

廟
に
詣
で
、
別
船
で
送
ら
れ
て
い
た
銅
鐘
、扁
額
、花
瓶
・

香
炉
・
燭
台
（
三
具
足
）
、
蝋
燭
等
を
供
え
ま
し
た
。

　
日
本
の
自
然
・
文
化
へ
の
感
動�

　
朝
鮮
通
信
使
の
「
使
行
録
」
一
般
に
み
え
る
の
は
、「
自

国
文
化
の
優
越
感
・
自
尊
心
の
強
さ
」
で
す
が
、
初
め
て

接
す
る
日
本
の
自
然
・
文
化
に
は
す
な
お
に
畏
敬
や
感
動

の
念
も
み
せ
て
い
ま
す
。

　
琵
琶
湖
や
富
士
山
の
絶
景
、
諸
大
名
の
御
座
船
の
精
巧

で
華
麗
な
こ
と
、
大
坂
の
賑
わ
い
、
京
都
の
寺
社
の
壮
麗

な
こ
と
、
街
道
の
清
潔
さ
、
江
戸
市
街
の
広
大
さ
、
接
待

の
華
美
な
こ
と
等
、
日
本
の
国
へ
の
好
感
あ
ふ
れ
る
眼
も

向
け
て
い
ま
す
。
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「
ヤ
ク
マ
」
と
は
何
を
意
味
す

る
の
で
し
ょ
う
？
峰
町
木
坂
の
御

前
浜
で
、
旧
暦
６
月
の
初
午
の
日

（
今
年
は
７
月
２
日
）
に
浜
石
を

積
ん
で
塔
を
建
て
、
ヤ
ク
マ
と
称

す
る
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
す
。
ヤ
ク

マ
の
塔
は
底
辺
が
約
１
ⅿ
、
高
さ

約
1
・
5
ⅿ
の
円
錐
形
の
石
塔
で

す
。
最
後
に
頂
上
部
に
カ
ラ
ス
石

（
縦
長
の
石
）
を
載
せ
、
御
幣
を

指
し
込
ん
で
完
成
と
な
り
ま
す
。

毎
年
塔
を
積
む
の
で
、
周
囲
に
は

塔
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ク
マ
祭
り
の
当
日
、
浜
に
集

ま
り
浜
の
石
を
積
み
上
げ
ま
す
。

女
人
禁
制
の
た
め
、
参
加
で
き
る

の
は
男
性
だ
け
で
す
。
塔
を
積
み

終
わ
る
と
神
事
を
司
る
頭
役
が
参

加
者
に
新
撰
を
振
舞
い
ま
す
。
神

饌
は
ハ
タ
ク
モ
ン
、
小
麦
の
穂
、

エ
ン
ド
ウ
豆
、
く
さ
び
（
べ
ら
）
、

の
あ
ぶ
り
物
、
麦
酒
な
ど
で
す
。

「
ハ
タ
ク
モ
ン
」
と
は
小
麦
と
エ

ン
ド
ウ
豆
を
つ
き
交
ぜ
、
団
子
状

に
し
た
も
の
で
す
。
「
ハ
タ
ク
モ

ン
」
は
畑
物
と
解
さ
れ
、
神
饌
と

し
て
供
え
る
の
は
ヤ
ク
マ
祭
り
が

夏
の
収
穫
祭
だ
か
ら
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ク
マ
祭
り
は
対
馬
各
地
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
木

坂
・
青
海
地
区
だ
け
と
な
り
ま
し

た
。
対
馬
の
夏
の
伝
統
行
事
「
ヤ

ク
マ
祭
り
」
を
見
学
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？

木
坂
‥
集
落
内
に
は
石
積
塀
が
多

　
　
く
残
る
。
西
海
岸
に
面
し
た

　
　
木
坂
集
落
を
過
ぎ
る
と
木
坂

　
　
海
神
神
社
に
着
く
。
毎
年
旧

　
　
暦
8
月
5
日
に
大
祭
が
行
わ

　
　
れ
、
本
殿
で「
命
婦
の
舞
」が

　
　
奉
納
さ
れ
る
。
境
内
の
一
角

　
　
に
宝
物
館
が
あ
り
、
神
社
伝

　
　
来
の
宝
物
が
保
管
・
展
示
し

　
　
て
い
る
。
御
前
浜
に
は
藻
小

　
　
屋
と
呼
ば
れ
る
浜
石
を
積
ん

　
　
で
作
っ
た
小
屋
が
あ
る
。
戦

　
　
時
中
、
軍
の
施
設
が
あ
っ
た

　
　
た
め
爆
撃
さ
れ
た
こ
と
も
あ

　
　
っ
た
。

青
海
‥
木
坂
集
落
の
北
に
位
置
す

　
　
る
。
斜
面
に
作
ら
れ
た
段
々

　
　
畑
は
有
名
で
、
青
海
特
有
の

　
　
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。
木

　
　
坂
と
と
も
に
両
墓
制
で
も
知

　
　
ら
れ
る
。慈
眼
寺
に
は
1
0
0

　
　
基
以
上
の
石
塔
が
あ
り
、「
カ

　
　
ラ
ム
シ
ョ
」
と
呼
ば
れ
て
い

　
　
る
。
「
カ
ラ
ム
シ
ョ
」
と
は

　
　
拝
み
墓
の
こ
と
で
被
葬
者
は

　
　
別
の
場
所
に
埋
葬
さ
れ
た
。

※
神
饌
〜
神
に
供
え
る
酒
食
。
稲

　
・
米
・
酒
・
鳥
獣
・
魚
介
・
果
実

　
・
塩
・
水
な
ど
を
用
い
る
。
　

引
用
・
参
考
文
献

　
峰
町
誌
1
9
9
3
　
峰
町
誌
編

　
集
委
員
会
　
　
　
　

　
文
化
百
選
「
壱
岐
・
対
馬
編
」

　
2
0
0
1
　
長
崎
県

つしま図書館情報�つしま図書館情報� つしま図書館　☎0920（52）3900

◆７月のおはなし会は16日（土）午後2時から開催いたします。�

　どなたでも参加できます。みなさんのお越しをおまちしています。�

◆夏休みの長崎県読書感想課題図書を展示しています。�

　夏休みは貸出が集中しますので早めにご覧下さい。�

�

自分の幸せは、自分自身でカスタマイズ！「“狩
られそうな”スキを見せてみる」「浮気性の男の
見抜き方」など、女性のかかえる悩みを解消す
るヒントを紹介する。

「遠慮した安全対策は再発の因」「聞き違い、
見間違いはミスを生む」「困ったは気づくチ
ャンス」ヒューマンエラーの原因や対策を
日本古来の「かるた調」でわかりやすく紹介
する。書き込み欄あり。

猫が怠けているといったのは誰だ。怠けてな
いぞ、休んでるだけだぞ！ 猫のすっぴんをと
らえた「写真」に、猫の気持ちを５・７・５の１７
文字で表現した「川柳」を組み合わせた写真集。

ツキノワグマのもようは？ 絶滅って、どうい
うこと？ 外国からきた魚の名前は？ 自然保
護に関するクイズを収録。初級・中級・上級の
レベル別のクイズを通して、環境問題への理
解が深まります。

『結婚はあなたのゴールではない』�
石田　衣良／著�

水口　高志／監�

『事故・災害をなくす心がまえ 68』�
片岡　昭／著� 猫川柳編集部／著�

『がむしゃら猫川柳』�

運動ができるようになるコツを種目別にビジ
ュアルに紹介。練習のポイントや注意点も示す。
１は、鉄ぼう、マット、とび箱、校庭器具を
収録。巻末にチェック欄あり。

『運動ができるようになる本』�

ロボットショーに出る予定のお手伝いロボッ
トたちを乗せた飛行機が無人島に不時着。ロ
ボットたちは協力し、いかだや熱気球を作って、
何とか脱出しようとするが…。

『ロボロボ』�
きむら　ゆういち／著� ワン・ステップ／編�

『自然保護クイズ』�
児
童
書�

今月のおすすめ新着本�

一
般
書�

広報つしま15

日　月　火　水　木　金　土�
　　　　　  　　　　1　 2　�
3　4　 5    6   7    8   9 

7月の休館日� 休館日�

10   11  12  13   14  15  16  �
17  18  19   20  21  22  23 �
24   25　26　27　28  29  30�
 31

『
ヤ
ク
マ
祭
り
』�お

も
　
ご

や

ま
え

は
ま

ご

へ
い

と
う

し
ん
せ
ん
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▼
▼
▼
対
馬
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、募
集
な
ど
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）�

162011. 6

イ
ベ
ン
ト
・
講
習
会�

試
　
験�

玉
掛
け
技
能
講
習�

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援�

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
シ
ョ
ー�

劇
団
　
風
の
子
九
州�

第
16
回
長
崎
県
子
ど
も
舞
台
芸
術
祭
典
参
加
事
業�

平
成
23
年
度
海
上
保
安
学
校�

　
　
　
　
　

学
生
採
用
試
験�

目
指
せ
！
海
上
保
安
官�

����

■
演
題
　
に
っ
こ
り
　
ぽ
っ
か
り
座�

■
日
程
　
７
月
23
日（
土
）�

　
　
　
　〈
開
場
〉13
時
45
分
　〈
開
演
〉14
時�

　
　
　
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
７
月
24
日（
日
）�

　
　
　
　〈
開
場
〉10
時
45
分
　〈
開
演
〉11
時�

　
　
　
　
上
対
馬
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー�

■
入
場
料
　�

　
前
売
り
　
４
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円
）�

　
※
３
才
以
上
は
同
料
金�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課�

　
☎
０
９
２
０（
８
６
）３
７
２
７�

　
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

��

��

　
歌
を
楽
し
む
仲
間
が
一
堂
に
会
し
、
被
災

地
の
皆
様
へ
歌
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

ま
す
。�

■
日
時
　
６
月
26
日（
日
）�

　
　
　
　〈
開
場
〉10
時
30
分
　〈
開
演
〉11
時�

■
会
場�

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル�

■
入
場
料
　
無
料�

■
主
催
　
同
実
行
委
員
会�

■
共
催
　
対
馬
市�

■
後
援
　
対
馬
市
教
育
委
員
会�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
梅
野
林
寿
（
し
げ
か
ず
）�

　
☎
０
９
０（
２
５
１
５
）１
６
５
１�

��

■
開
催
日
　
７
月
28
日（
木
）〜
30
日（
土
）�

■
会
場�

　〈
学
科
〉対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室�

　〈
実
技
〉グ
リ
ー
ン
ピ
ア
つ
し
ま�

■
受
講
料�

　
〈
初
心
者
〉
１
８
、
９
０
０
円
（
税
込
）�

　
〈
経
験
者
〉
１
６
、
８
０
０
円
（
税
込
）�

■
テ
キ
ス
ト
代
　
１
、
６
０
０
円
（
税
込
）�

■
申
込
期
間
　
７
月
１
日（
金
）〜
22
日（
金
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）１
４
１
７�

�������
■
受
験
資
格�

　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
次
に
揚
げ
る
者�

　
①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
24

　
　
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す
る�

子どもの人権110番�

（全国共通・無料）�
☎0120（007）110

人権イメージキャラクター�
人KENまもる君・�
人KENあゆみちゃん�

長崎地方法務局�
長崎県人権擁護委員連合会�

８：30～19：00
６月27日（月）～７月３日（日）�

対馬市商工会厳原支所�
☎0920（52）0452

問い合わせ�

フリーマーケット in�
  厳原港まつり出店募集�
フリーマーケット in�
  厳原港まつり出店募集�
フリーマーケット in�
  厳原港まつり出店募集�
●日　時　8月6日（土）・7日（日）�
●出店料　無料�
●締　切　8月1日（月）�
●主　催　厳原港まつり対馬アリ�
　　　　　ラン祭実行委員会�
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放
送
大
学
10
月
入
学
生�

募
　
集�

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験�

　
　
　
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）�

　
　
見
込
み
の
者�

　
②
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び
平

　
　
成
24
年
３
月
ま
で
に
中
等
教
育
学
校
を

　
　
卒
業
す
る
見
込
み
の
者�

　
③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程
を

　
　
修
了
し
た
者
及
び
平
成
24
年
３
月
ま
で

　
　
に
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程

　
　
を
修
了
す
る
見
込
み
の
者�

　
④
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
（
廃
止

　
　
前
の
大
学
入
学
資
格
検
定
を
含
む
）
に

　
　
合
格
し
た
者
等
人
事
院
が
①
②
に
揚
げ

　
　
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　
　
る
者�

■
第
１
次
試
験
日
　
９
月
25
日（
日
）�

■
申
込
用
紙
配
布
期
間�

　
６
月
15
日（
水
）〜
８
月
２
日（
火
）�

■
申
込
受
付
期
間�

　
７
月
19
日（
火
）〜
８
月
２
日（
火
）�

■
受
験
案
内
等
配
布
機
関�

　
人
事
院
各
事
務
局
、
対
馬
海
上
保
安
部
、

　
比
田
勝
海
上
保
安
署�

■
申
込
書
受
理
機
関�

　
人
事
院
各
事
務
局
、
対
馬
海
上
保
安
部�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
海
上
保
安
部�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
６
４
０�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　h
ttp
://w
w
w
.kaih

o
.m
lit.g
o
.jp
/�

　
　
　
　
　
　
　 0

7
kan
ku
/tsu
sh
im
a/

���

■
受
験
資
格�

　
平
成
２
年
４
月
２
日
〜�

　
　
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者�

■
受
付
期
間
　
６
月
21
日（
火
）〜
28
日（
火
）�

■
第
１
次
試
験
日
　
９
月
４
日（
日
）�

　
九
州
地
区
で
は
８
試
験
地
で
実
施�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
人
事
院
九
州
事
務
局�

　
☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３�

　
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　h
ttp
://w
w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/�

������

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働

き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。�

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。�

　
た
だ
い
ま
平
成
23
年
10
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付�

致
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。�

■
出
願
期
間�

　
６
月
１
日（
水
）〜
８
月
31
日（
水
）�

　
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
☎
０
９
５（
８
１
３
）１
３
１
７�

宝くじの購入は県内で！�宝くじの購入は県内で！�宝くじの購入は県内で！�
宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。�

７月11日（月）～29日（金）� ８月９日（火）�発売期間� 抽選日�

１等…２億円×26本

２等…１億円×26本

３等…500万円×260本

４等…50万円×2,600本

１等…2,000万円×400本

サマージャンボ宝くじ� 2000万サマー�

湯多里ランドつしま　☎0920（54）3336問い合わせ�

つしま大捜査線�つしま大捜査線�つしま大捜査線�
　親子で「交通安全・救急法・水上安全法」を体験し、�
夏休みを楽しく過ごせることを目的とします。�

●日時　６月26日（日）10：00～16：00（雨天決行）�

●場所　湯多里ランドつしま�

●後援　対馬市・対馬市消防本部・対馬南地区交通安全協会・日本赤十字社長崎県支部�

訓練は、会議室で起きてるんじゃない、湯多里ランドで起きてるんだ

訓練は、会議室で起きてるんじゃない、湯多里ランドで起きてるんだ

参加費参加費
無料無料
参加費
無料
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Koho shocking

○
あ
じ
さ
い
祭
り
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
？
�

 
故
郷
に
帰
っ
て
き
て
１
年
目
だ
っ

た
か
な
、
前
回
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
に

登
場
し
た
総
区
長
の
平
山
さ
ん
か
ら

手
伝
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
…
、「
い

い
こ
と
し
よ
る
な
ぁ
」
と
思
っ
た
の

で
、実
行
委
員
に
加
え
て
も
ら
っ
て
、

そ
れ
か
ら
で
す
ね
。
�

　
例
年
は
３
月
頃
か
ら
祭
り
の
準
備

を
す
る
ん
で
す
が
、
今
年
は
10
周
年

で
し
た
か
ら
１
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
祭
り
、
毎
年
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
ま
す
か
？
 
�

　
天
候
に
左
右
さ
れ
る
行
事
な
ん
で

す
け
ど
、
嬉
し
い
こ
と
に
年
々
お
客

さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
祭
り

に
来
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
企
画
も
努
力
し
て
い
ま
す
。
�

○
佐
護
ヤ
マ
ネ
コ
稲
作
研
究
会
の
事

務
局
長
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

　
私
も
「
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
米
」
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
と
っ
て
も
美

味
し
か
っ
た
で
す
！
�

　
そ
れ
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

試
験
的
に
始
め
た
の
が
一
昨
年
。
去

年
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
作
っ
て
本

格
的
に
活
動
し
て
、
注
文
も
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
で
す
ね
。
１
年
目
は
作
っ
た
ト
ン

数
全
部
が
売
れ
て
、
２
年
目
の
米
も

ほ
ぼ
目
途
が
つ
い
た
状
況
で
す
。
３

年
目
で
あ
る
今
年
の
米
作
り
も
始
ま

り
ま
し
た
。
注
文
は
関
東
が
多
い
で

す
ね
。
イ
ベ
ン
ト
で
買
っ
て
み
て
美

味
し
か
っ
た
か
ら
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
注
文
し
て
く
だ
さ
る
パ

タ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
。
�

○
今
ま
で
の
米
作
り
よ
り
も
手
が
か

か
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
�

　
そ
う
で
す
ね
。
従
来
の
米
作
り
に

使
用
す
る
農
薬
の
５
割
減
は
絶
対
で

す
。
農
薬
を
使
わ
な
い
代
わ
り
に
こ

ま
め
な
手
入
れ
が
必
要
で
す
。
雑
草

も
多
い
で
す
し
、
虫
も
出
る
。
で
も

そ
れ
が
ヤ
マ
ネ
コ
の
住
み
よ
い
環
境

な
ん
で
す
。
虫
が
い
る
か
ら
ヤ
マ
ネ

コ
も
寄
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。
生

息
す
る
ヤ
マ
ネ
コ
と
共
存
す
る
た
め

の
一
つ
の
方
法
だ
と
思
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
手
も
か
か
り
ま
す
が
、

美
味
し
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
声

が
励
み
に
な
り
ま
す
。
目
標
は
新
米

が
出
来
た
ら
す
ぐ
全
国
か
ら
注
文
が

入
り
売
り
切
れ
る
こ
と
。
今
年
の
ヤ

マ
ネ
コ
米
の
作
付
け
は
佐
護
区
の
田

ん
ぼ
80
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
く
ら
い
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
供
出
量
も
か
な
り
な

量
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
ど
の

よ
う
に
売
り
切
る
か
が
直
近
の
課
題

で
す
。
私
た
ち
は
小
さ
な
集
ま
り
で

す
か
ら
、
徐
々
に
じ
っ
く
り
と
思
い

を
大
切
に
し
な
が
ら
や
っ
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

○
趣
味
は
魚
釣
り
と
の
こ
と
で
す
が

？
�

　
対
馬
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
ク
ロ
釣

り
を
始
め
ま
し
た
。
仲
間
に
ジ
ギ
ン

グ
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
ら
楽
し
く
て
。

今
ま
で
の
釣
果
は
、
ク
ロ
の
２
キ
ロ

超
え
を
２
枚
釣
り
ま
し
た
ね
。
多
分

す
ご
い
こ
と
で
す
よ
。
自
慢
な
ん
で

す（
笑
）。
今
年
は
時
化
ば
か
り
で
釣

り
に
行
け
て
な
い
で
す
。
船
底
に
海

藻
が
生
え
て
し
ま
っ
て
ま
す
か
ら
、

ま
ず
は
船
の
手
入
れ
か
ら
で
す
ね
�

（
笑
）。�

○
今
後
の
抱
負
は
？
�

　
対
州
馬
を
広
め
た
い
で
す
ね
。
井

口
浜
に
放
牧
場
も
で
き
ま
し
た
。
対

州
馬
が
対
馬
の
魅
力
の
一
つ
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
あ
じ

さ
い
祭
り
は
続
け
て
い
き
ま
す
し
、

来
年
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
10
周
年

で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
佐
護
に
来
て
く

だ
さ
い
ね
。
�

毎
回
、
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方�

に
次
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
の�

コ
ー
ナ
ー
。
次
回
は
上
対
馬
町
唐
舟�

志
在
住
の
糸
瀬
政
吉
さ
ん
で
す
。�

お
楽
し
み
に
。�

●プロフィール�
42歳。上県町佐護出身、在住。高校卒業後、福岡で就職。平成15年に対馬に戻り、実家を手伝う。現在は
佐護土地改良区、対州馬振興会事務局の職員。佐護区では青年部長を務める。毎年行われるあじさい祭りの
事務局長、佐護ヤマネコ稲作研究会の事務局長でもある。趣味は魚釣り。自身の船でジギングを楽しむ。�

か す が め 　 きよし

春日亀 清さん�

し
　
け
�

ペットボトル入りの�
ツシマヤマネコ米は�
対馬空港の売店でも�
販売中。�
お土産にも最適です。�

ペットボトル入りの�
ツシマヤマネコ米は�
対馬空港の売店でも�
販売中。�
お土産にも最適です。�



福岡近郊で見つけた“対馬”
福岡事務所のスタッフが、福岡近郊で触れた対馬を�
紹介するコーナーです。�
�

新博多駅で対馬メディア戦略を展開！�

「対馬とんちゃん定食」�「対馬とんちゃん定食」�
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〒812-0011  福岡市博多区博多駅前2丁目12-26福岡Dビル11F�
☎092（481）6411　℻092（292）8786

スタッフ　平山祝詞・阿比留忠明・古賀陽子�

　ブログ　　『対馬市福岡事務所レポート』　http://tsjfuk.exblog.jp/

　３月に開業した「JR博多シティ」。１ヶ月で約726万人、１日
平均約24万２千人が来場したと記者発表がありました。対馬市
福岡事務所は、この日本最大級の駅ビルで今年度のＰＲ作戦を
スタートします。６月から駅１階コンコースと博多阪急を結ぶ
通路（筑紫口側）に設置された電子広告看板により様々な情報
を告知。「対馬」の好感度アップを目指します。文字や画像だ
けでなく動画も掲載できますので、「これは！」という情報が
ありましたら是非ご提供ください。�

　昨年リニューアルした九州自動車道基山パ
ーキングエリアの下りに、この度「対馬とん
ちゃん定食」が登場。たっぷりのしゃきしゃ
き野菜に甘辛いとんちゃんと半熟の目玉焼き
がのっていて、とろっとろの黄身と一緒に食
べるとんちゃんはまた格別。�
　「なぜここで対馬？」と尋ねるお客さまには、
「基山は対馬藩の飛び地。江戸時代からのな
がーいお付き合いです！」と丁寧に答えてい
ただいています。�

基山と対馬の長いお付き合い�

スタッ
フ�

おすす
め!

ご飯、味噌汁、�漬け物が付いて�750円♪�

　外国語を学習するのって楽しいですよね？中でも日本人にとって韓国語は一番勉強しやすい�

外国語なんですよ！なぜかって？…それは講座を受けてみてのお楽しみ！�

　新しい講師を迎えて今年もいよいよ韓国語講座がスタートします。テーマは「ハングルで�

釜山の街を歩こう！」です。挨拶して、文字が読めて、買い物が出来て、タクシーに乗れる！　�

言葉が通じる喜びを味わいましょう！�

韓国語に興味があり、�
習ってみたいと思う方�

対　象�

７月12日（火）～10月18日（火）�
●朝の部　10：00～11：30�
●夜の部　19：30～21：00

日　時�

全12回�回　数�

対馬市交流センター�場　所�

講師の手作りテキスト�教　材�

無料�料　金�

各部50名�定　員�

７月１日（金）17：00まで�申込締切日�

●問い合わせ（申込先）�
　観光物産推進本部　☎0920（53）6111（内線105）�　観光物産推進本部　☎0920（53）6111（内線105）�

イ            ミン ジョン�

（対馬市国際交流員）�

〈講師〉�

韓国語初心者の方�対　象�

７月12日（火）～10月25日（火）�
●昼の部　10：00～11：30�
●夜の部　19：30～21：00

日　時�

全12回�回　数�

上対馬総合センター�場　所�

講師の手作りテキスト�教　材�

無料�料　金�

各部20名�定　員�

６月末まで�申込締切日�

●問い合わせ（申込先）�
　上対馬観光物産事務所　☎0920（86）4839　上対馬観光物産事務所　☎0920（86）4839

パク             ミ     ヘ�

（対馬市国際交流員）�

〈講師〉�

４枚の電子広告で対馬をＰＲ！�４枚の電子広告で対馬をＰＲ！�
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市長の動き�市長の動き�〈５月〉

※太字は島外出張�

（
４
月
21
日
〜
５
月
20
日
受
付
分
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み�

　
豊
　
　
武
末
　
房
江
　
87
歳

　
泉
　
　
立

　
　
鳴
　
99
歳

　
泉
　
　
梅
野
　
文
江
　
87
歳

津
　
和
　
糸
瀬
　
　
博
　
91
歳

舟
　
志
　
小
田
　
好
人
　
83
歳

五
根
緒
　
古
藤
　
政
月
　
81
歳

松
ヶ
崎
　
安
心
院
春
行
　
57
歳

友
　
谷
　
豊
田
　
太
耕
　
86
歳

鹿
　
見
　
早
田
　
ツ
ネ
　
95
歳

吉
　
田
　
渕
上
　

磨
　
79
歳

佐
　
賀
　
松
藤
　
仙
吉
　
72
歳

嵯
　
峨
　
平
井
　
益
枝
　
91
歳

横
　
浦
　
横

久
五
郎
　
85
歳

横
　
浦
　
齊
藤
　

一
　
82
歳

鑓
　
川
　
日
高
　
福
壽
　
81
歳

　
廻
　
　
阿
比
留
歌
子
　
89
歳

　
田
　
　
佐
伯
　
良
朝
　
75
歳

根
　
緒
　
阿
比
留
勘
治
　
81
歳

加
　
志
　
佐
々
木
天
里
光
　
79
歳

昼
ヶ
浦
　
栗
屋
　
源
治
　
73
歳

黒
　
瀬
　
小
宮
　
初
實
　
89
歳

小
　
浦
　
梅
野
　
次
子
　
89
歳

宮
　
谷
　
庄
司
　
ス
テ
　
96
歳

天
道
茂
　
齋
藤
　
　
弘
　
79
歳

大
手
橋
　

田
　
辰
雄
　
84
歳

久
田
道
　
深
川
　
定
一
　
84
歳

久
　
田
　
小
島
カ
ズ
ヱ
　
76
歳

豆
酘
中
町
　
主
藤
　
　
佐
　
81
歳

豆
酘
浜
町
　
本
石
　
　
孝
　
77
歳

浅
　
藻
　
阿
比
留
義
輝
　
43
歳

（
敬
称
略
）�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際
戸
籍
窓
口
で�

　
承
諾
の
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

●
お
詫
び
と
訂
正
●�

　
広
報
つ
し
ま
５
月
号
お
く
や

み
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
漏
れ
が
あ

り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
、
左
記
の
と
お
り
掲
載

い
た
し
ま
す
。

佐
賀
　
山
上
　
延
夫
　
77
歳�

テレホンサービステレホンサービス
0120‐555‐203
７月のテーマ�

月�
火�

水�

木�

金�
自宅でできるリハビリ�

夏の子どもの事故�

酸素ボンベを持ち歩かなけ�
ればならなくなったら�

災害とＰＴＳＤ�

蜂に刺されたときの対処法�

高齢者の頻尿�土・日�

区長会議　　　　　　　（上対馬）�
�
朝鮮通信使祝祭　　（韓国・釜山）�
�
長崎県日中親善協議会総会（長崎）�
�
ぱしふぃっくびぃなす厳原港入港�
セレモニー�
地域マネージャー校区会議�
　　　　　　　　（美津島・豊玉）�
�
地域マネージャー校区会議�
　　　　　　（峰・上県・上対馬）�
�
境界地域研究ネットワークJAPAN�
与那国セミナー（沖縄県・与那国町）�
�
市議会全員協議会�
�
全国自治体病院開設者協議会定期総会（東京）�
企業訪問　　　　　　　　（東京）�
�
対馬市商工会総代会�
�
第５１回長崎県乾しいたけ品評会�
�
朝鮮通信使行列振興会定期総会�
�
長崎県離島振興協議会総会（長崎）�
�
県市町スクラムミーティング（長崎）�
�
租税教育推進協議会総会�
�
対馬市食育推進会議�

２日

６～８日

10日

11日

12日

13～16日

18日

19日

20日

21日

24日

25日

26日

30日

31日

安全運転で、事故のない対馬を�
目指しましょう!!

交通事故情報�
５月31日現在�
（平成23年中）�

区　分� 市全体�北署管内�南署管内�

本年�発
生
件
数� 昨年比�

本年�死
者
数� 昨年比�

本年�負
傷
者
数� 昨年比�

19�

‐1�

0�

‐2�

23�

‐2

3�

1�

0�

0�

4�

‐3

22�

0�

0�

‐2�

27�

‐5

一人で悩んでいませんか？�一人で悩んでいませんか？�一人で悩んでいませんか？�
　長崎県・対馬市・対馬市社会福祉協議会では、多重債務・失業・保育・介護など�
暮らしに関する悩みや、ストレスによるこころの悩み、または法律に関する相談�
会を開催しています。料金は全会場無料です。お気軽にご利用ください。�

※ありあけ会館（厳原町久田）では、火曜日～金曜日（9：00～17：00）上記相談日を�
　除いて開設しています。�

７月６日（水）�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

10：00～12：00 上対馬総合センター�

13：00～15：00 上県地区公民館�

10：00～12：00 峰地区公民館�

13：00～15：00 豊玉地区公民館�

10：00～12：00 美津島地域活性化センター別館�

13日（水）�

20日（水）�

問い合わせ�福祉事務所福祉課　☎0920（58）2294�
こころの相談所　　☎0920（52）8162

※相談を希望される方は、必ず事前（前日の16時まで）に予約をお願いします。�

７月６日（水）�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

対馬市交流センター（厳原）�

13：00～16：00 対馬市総合福祉保健センター（美津島）�

峰町保健福祉センター�

13日（水）�

27日（水）�

問い合わせ�対馬市社会福祉協議会 地域福祉班　☎0920（58）1432

※相談は、弁護士・司法書士など専門家が対応します。�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

13：00～16：00 ハローワーク対馬�６月28日（火）�

問い合わせ�対馬保健所地域保健課　☎0920（52）0166
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☎0920（52）1910

☆予約制となります。★内科医の紹介により診療予約となります。�

診療時間は９時～12時です（※急患の方のみ）�

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

8：30̃15：00

8：30̃11：00

8：30̃15：00

8：30̃15：00

8：30̃15：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00

25

20

6・13・20・27

8

6・13・27

6・20

6・13・20・27

16

血　液　内　科�

☆ 神 経 内 科�

☆ 循 環 器 科�

脳 神 経 外 科�

★糖尿病外来�

皮　膚　科�

思 春 期 外 来�

（長崎医療センター）�

（森　正孝）�

（守崎勝悟）�

（長崎医療センター）�

（中対馬病院）�

（川上眞寿弘）�

（長崎県精神医療センター）�

（長崎医療センター）�

☎0920（86）4321
診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

☎0920（54）2024

※１．☆印の診療科は診療科（内科）よりの予約患者様のみの診療を行っ�
　　　ております。�
※２．透析診療については、月曜日～土曜日までの午前中に診療しますの�
　　　で、お問い合わせください。�

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

8：30̃11：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00�
（紹介状制）�

8：30̃11：00

9：00～�

8：30̃11：00

6・7・13・14・20・�
21・27・28

13

22

6・13・20・27

19

7�
8 ※予約のみ�

予約にて受け付けています�

耳 鼻 咽 喉 科�

泌　尿　器　科 �

眼　　　科�

☆ 神 経 内 科 �

内　視　鏡�

補 聴 器 外 来�

（福岡大学病院）�

（長崎大学病院）�

（いづはら病院）�

（九州大学病院）�

（市立大村市民病院）�

7：30̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃15：00�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

7：30̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃10：00

6・20�

5・19�

14・21�

6・20�

7・21�

8・29�

8・22�

27�

5�

8

眼　　　　科�

耳鼻咽喉科�

皮　膚　科�

�

�

泌 尿 器 科�

整 形 外 科�

循 環 器 科 �

神 経 内 科 �

脳　外　科�

精　神　科�

日　程� 診　　療　　所　　名� 医師名�

日曜・休日救急医療�

※特別診療のうち、長崎大学、国立病院長崎医療センター応援につきましては、空路欠航等により診療を中止する事が�
　ありますので、事前に確認下さいますようお願いします。�

税務課  夜間窓口�
■６月の夜間窓口日程■�

窓口開設時間� 17：30～20：00まで�

場所と期間� 本 庁 税 務 課 �

※夜間窓口は、毎月末の1週間を予定しています。（ただし、各地域活性化センターでは2日間を予定） 
※６月30日は、市税・国保税１期の納期です。

６　月� 24（金）、27（月）～30（木）�

各地域活性化センター�

29（水）、30（木）�

■問い合わせ■ 市民生活部税務課 ☎0920（53）6111

午後８時まで開いています。�午後８時まで開いています。�
「日中は仕事で納付にいけない方」や、「事情により納付が困難で、�
納税相談をしたい方」など、ぜひ夜間窓口をご利用ください。

7/3（月）�

10（日）�

17（日）�

18（月）�

24（日）�

31（日）�

（厳　原）�

（厳　原）�

（三　根）�

（ 　知）�

（佐　賀）�

（厳　原）�

古藤　剛�

主藤久次�

塩見秀明�

畑島　陽�

武林幸子�

吉田茂幸�

今屋敷ことう診療所�

すとう内科医院�

三 根 診 療 所 �

畑 島 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �



■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。�
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「ふるさとシュ美味イ」�「ふるさとシュ美味イ」�
厳原町  平間　瑠さん（16才）考案�

対馬「地もん」を食べようコンクール高校生の部最優秀賞�対馬「地もん」を食べようコンクール高校生の部最優秀賞�

① しいたけを水に浸し、戻す。（１時間前に用意）�
② 玉葱、具の中に入れるしいたけ１枚、ひじきをみじん切りにする。�
③ 生姜少々とにんにく１片をすりおろす。�
④ ②に③とＢの調味料を入れ、粘りが出るまでこねる。�
⑤ 飾りのしいたけをみじん切りより少々大きめに切り、Ａの調味料を�
　 入れ、フライパンで炒め煮する。�
⑥ 餃子の皮に具を詰め、上に炒めたしいたけをのせる。�
⑦ 蒸し器で焼く１０分蒸す。�
⑧ 出来上がったシュウマイをきれいに盛りつけたら完成。�

材料（４人分）�

作 り 方 �

エネルギー 317kcal、たんぱく質 22.3g、脂質 9.2g、カルシウム 44mg、食塩相当量 1.8g

１人分栄養価�
・・・・・・50分�

※１時間以内でできる料理�
　（下ごしらえ・盛り付けも含む）�

所要時間�

彩りをよくする

ために、お好みで
にんじん、

グリーンピース
、コーンなど

をのせてもGO
OD！

干ししいたけ・・・・・・５枚�
〈Ａ〉醤油・・・・・・大さじ２�
　　砂糖・・・・・・大さじ３�
　　もどし汁・・・・・・少々�
豚挽肉・・・・・・・・３００ｇ�
玉葱・・・・・・・・・・１／２個�
ひじき・・・・・・・・・・・・適量�
〈Ｂ〉地卵・・・・・・・・Ｍ１個�
　　酒・・・・・・・・小さじ１�
　　ごま油・・・・小さじ１�
　　醤油・・・・・・小さじ１�
　　塩・こしょう・・・少々�
　　片栗粉・・・・大さじ１�
生姜・・・・・・・・・・・・・・少々�
にんにく・・・・・・・・・・１片�
餃子の皮・・・・・・・・２４枚�

ウ　　マ�

　今回のレシピは、対馬の特産品干ししいたけを美味しく食べるために考案されました。�
しいたけだけではなく、ひじき、地卵など対馬産が使われています。�
　しいたけは栄養成分としてはビタミンＢ群をバランスよく含み、ビタミンＤが豊富である
ことも知られています。低カロリー食材で食物繊維が豊富であることからヘルシーな食材で
あるうえ、エリタデニンやフィストテリンというコレステロールを排泄してくれるしいたけ
特有の物質が含まれているので、血管の健康にも良い食材です。�
　風味豊かな郷土の味をご賞味下さい。�

ポイン
ト�

６がつ�生まれ�※毎月たくさんのご応募をいただいています。下記問い合わせ先へお早めにご応募ください。�
　（先着順ですが初めての方を優先します）�

内山　長内山　長くん�内山　長くん�
うち  やま       たける�

6/166/16生まれ生まれ（1才）才）厳原町厳原町�6/16生まれ（1才）厳原町�

江口陽也江口陽也くん�江口陽也くん�
え   ぐち はる   や�

6/156/15生まれ生まれ（1才）才）厳原町厳原町�6/15生まれ（1才）厳原町�

根〆悠誓根〆悠誓くん�根〆悠誓くん�
ね   じめじめ ゆうゆう せいせい�ね   じめ ゆう せい�

6/16/1生まれ生まれ（3才）才）美津島町美津島町�6/1生まれ（3才）美津島町�

小島美音小島美音ちゃん�小島美音ちゃん�
こ   じま   み   おん�

6/16/1生まれ生まれ（1才）才）厳原町厳原町�6/1生まれ（1才）厳原町�

山田涼輔山田涼輔くん�山田涼輔くん�
やまやま   だ  りょうすけりょうすけ�やま   だ  りょうすけ�

6/256/25生まれ生まれ（8才）才）厳原町厳原町�6/25生まれ（8才）厳原町�

扇　優心扇　優心くん�扇　優心くん�
おおぎ        ゆう しん�

6/16/1生まれ生まれ（3才）才）上対馬町上対馬町�6/1生まれ（3才）上対馬町�

東 陽菜乃陽菜乃ちゃんちゃん�東 陽菜乃ちゃん�

ひがしひがし     ひ    な    の�ひがし     ひ    な    の�

6/126/12生まれ生まれ（3才）才）美津島町美津島町�6/12生まれ（3才）美津島町�
三槻結愛三槻結愛ちゃんちゃん�三槻結愛ちゃん�

みつ   き   ゆう   あ�

6/18生まれ（7才）上県町�

天叶天叶ちゃんちゃん�天叶ちゃん�

てん   か�

6/2生まれ（1才）�


